
（2022補足資料） 

 審判員一人一人の個票の日本陸上競技連盟競技運営委員会への提出は必要ありません。下記の理由があるがS級

審判員として各加盟団体から推薦する者について理由書（書式第2号）に必要事項を記入して提出してください。 

 ・審判講習会への参加が直近6年間のうち3回に達していない 

 ・審判精励回数が直近6年間のうち30回に達していない 

 

 なお、申請の前に再度下記のチェックリストでご確認の上、ご提出下さい。 

 

昇格審査チェックリスト（全て満たしている必要があります） 

 

◆ 提出書類関係 （郵送書類） 

 

□ 「Ｓ級公認審判員候補者推薦名簿（書式第１号）」 2部（原本１枚とそのコピー1枚） 

 

□ 「Ｓ級公認審判員候補者審査資料 理由書（書式第2号）」 必要申請者人数分 

       

□ 「2016～2021年審判講習会開催実績報告書」  1部  

 

□ Ｓ級公認審判員候補者の審判手帳(Ａ級の昇格時期の承認印があるもの、および直近6か年の出席記載がある手帳) 

 申請者人数分 

 

◆ メール送信ファイル （書式を変更しないこと） 

 

□ 「Ｓ級公認審判員候補者推薦名簿（書式第１号）」 

 

□ 「2016～2021年審判講習会開催実績報告書」 

 

◆ 昇格者関係 確認事項 

 

□ 昇格申請者の年齢条件を満たしていますか？（満55歳以上 1967年4月1日までの出生者） 

 ※審判手帳と推薦名簿(書式第１号)の生年月日が一致していますか？ 

 

□ Ａ級取得後10年以上経過していますか？ 

 

□ 審判講習会は直近過去6年間で3回（同一年度では1回としてカウント）以上の受講をしていますか？ 

   ※ここでいう審判講習会は規則の修改正の伝達講習会であり、実技研修は含めません。 

   ※提出された「審判講習会実績報告書」に記載のない講習会を講習会の出席としてカウントしないでください。 

    また、「審判講習会実績報告書」と手帳の日付が一致しているかどうか、きちんと確認をお願いします。一致して

いない場合はカウントできません。 

   ※３回に満たない場合、理由書（書式第2号）を提出してください。なお、仕事が忙しいなどは理由になりません。 

 

□ 競技会の出席回数は直近過去6年間で30回以上ですか（各陸協が公認申請している競技会）？ 

   ※競技会参加回数は、競技役員として参加したものをカウントしてください。大会役員（会長、副会長など）は競

技役員に含まれません。 

   ※障がい者競技会および小学生競技会はカウントに含めても構いません。 

   ※同一日に２つの競技会に参加した場合は1回と数えます。 

   ※30回に満たない場合、理由書（書式第2号）を提出してください。なお、仕事が忙しいなどは理由になりません。 

  



 

◆その他 

□ 日本陸上競技連盟に推薦するにあたり、その方はＳ級審判員として他の審判員の模範となる人物ですか？ 

 

□ 各提出書類の印漏れはありませんか？ 

 

□ 提出書類の年号は西暦で記載されていますか？ 

 

□ 推薦名簿（書式1号）、理由書（書式2号）、手帳の内容が合っていますか？（年齢、Ａ級取得年月日、住所等） 

 

□ 使用している手帳に、氏名、住所等の記載がありますか？ 

 

□ 使用している手帳に写真の添付及び割刻印がありますか？ 

 

□ 手帳を更新時に審判種別の承認印がありますか？ 

 

□ 申請者がいない場合は申請者なしのご一報をお願いします。 

 

 

以上のことをご確認のうえ、日本陸上競技連盟事務局まで提出締切までにご提出ください。 

提出が間に合わない場合などは日本陸上競技連盟事務局までご相談ください。 

 


